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７月～８月の活動予定（会議を除く）

7/19（金） 18:00 定例レッスン

7/21（日） 14:00 定例レッスン(7/30(火)へ変更）

〃 13:00 日本のうたごえ祭典荒木栄練習会

7/30（火） 18:00 定例レッスン(時間に注意、18：00～)

8/ 2（金） 13:30 声楽中村教室

〃 18:00 定例レッスン

8/ 4（日） 市内南部合唱発表会（鶴見区民C）

〃 14:00 昴友の会定例練習会(合発のため中止)

8/ 6（火） 15:00 T1・T2パートレッスン

8/13（火） 13:30 声楽千秋教室Ⅰ

〃 18:00 Br・Bsパートレッスン

8/15（木） 16:30 声楽千秋教室Ⅱ

8/16（金） 18:00 定例レッスン

8/18（日） 14:00 定例レッスン

8/26（月） 14:00 団内コンサート 17:00 食事・交流会

8/27（火） ＡＭ 昴総会 ＰＭ 特別レッスン

9/ 1（日） 14:00 昴友の会定例練習会

9/ 6（金） 13:30 声楽中村教室

〃 18:00 定例レッスン

9/ 8（日） 大阪合唱発表会（ＬＩＣはびきの）

6月26日(水)、琵琶湖周航の歌の「今津港」のある

高島市で行われた、コーラス水輪との合同演奏会

「一期一会のふれあいコンサート」に出演しました。

当日は、くもり空でしたが、大阪駅から新快速に乗っ

て、約１時間２０分で今津駅着。バスで会場へ。

コーラス水輪との合同演奏、ゲストの北村敏則さん

など、温かい交流で楽しく充実した一日でした。

この成功を、市内南部・大阪合発、そして来年の演

奏会などの力にして行きましょう。

ふれあいコンサート成功
コーラス水輪との温かい交流の中で

６月26日ふれあいコンサート（上：合同演奏、下：昴）

鶴見区民センターへは

大阪メトロ 長堀鶴見緑地線
(地下鉄谷６又はJR京橋乗換）
横堤駅４番出口直結

〇昴の集合時間 11:45

〇昴からの講評委員(未定）

〇男性更衣室 ３階集会室３

〇今年のゲスト

口笛 儀間太久実さん

市内南部合唱発表会 ８/４(日) 鶴見区民センター小ホール

口笛 儀間太久実さん
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遠距離から通う団員がマネージメントしたコンサート！

一期一会のふれあいコンサート
立川孝信

我が団は今年で２４周年です。コロナ禍や高齢化の中、

団員の減少は否めませんが昨年から若くて情熱的な指揮

者を迎えて毎年コンサートを取り組んでいます。来年３月に

は荒木栄生誕１００年を歌います。

そんな活動の中で大切にしているのが演奏活動です。

今年に入って平和遺族会総会に呼んでいただきました。

そして今回ちょっと変わったコンサートが実現しました。

というのは我が団に琵琶湖の北端の高島市から大阪市

内までレッスンに通っている団員がいます。昴の歌を地元

の人に聴かせたいと昨年から計画し、退職者仲間で作った

サークル水輪に呼びかけ、また京都市立芸大准教授のテ

ノール北村敏則氏をゲストにおよびして企画しました。会

場はなんと琵琶湖のほとりに建つホテルの大ホールで当日

は快晴で湖上コンサートかと思わせる素晴らしさでした。

オープニングは合同で「このみち」、水輪コーラスが「い

のちの歌」他４曲、昴が「人間の歌」他６曲、テノール北村

氏が「初恋」他５曲、フィナーレは３者合同で「川の流れのよ

うに」そして全員で「琵琶湖周航の歌」で締めくくりました。正

面には手作りの暖かな文字で看板が掲げられ、被災地支

援のカンパも取り組み１１万円も集まり、出演者には手作りの

花束は勿論、お土産にお菓子と一人一人が手書きされた

お礼のお手紙が添えてありました。また直ぐに「アンケート

のまとめ」やCDが届きました。「うたごえは生きる力を感じた」

「感動した」「圧倒された」「大阪まで聴きに行きたい」「赤シャ

ツが良かった」など沢山の感想をいただきました。

何よりも私たちが誇りに思うことは、往復４時間・電車代４０

００円かけて月４回のレッスンに通ってくる団員がいること。

そんな遠い所の地元の人々に我が昴のうたごえを聞かせ

たいと２年越しでコンサートを企画してくれたことでした。

高齢で病弱の団員が増えています。しかし歌うことは生き

る力です。仲間を大切にし、より多くの人々に平和のうたご

えを届けたいと思います。

日程：８月26日(月）
会場：大阪市立青少年センター

（ココプラザ）１F美術工房
9:30～リハーサル
13:30～パートリハーサル
14:00 開演
15:30 閉演

8/26(月) 夜：交流会、宿泊
（新大阪ユースホステル）

日程：８月27日(火）
会場：大阪市立青少年センター

（ココプラザ）１F美術工房
午前：総会
午後：特別レッスン

詳しい時間は後日連絡します。
総会議案書は、8/16配布予定です。

11/30(土) 大音楽会で荒木栄を歌おう

2024日本のうたごえ祭典in佐賀練習会
7/21(日)13：00～15：30

国労大阪会館3F大会議室（JR天満駅徒歩5分）

指導：高田りゅうじ氏 参加費：1,000円

13：00～14:10 地底の歌（男声）

14：20～15:00 わが母のうた（混声）

15：10～15:30 心はいつも夜明けだ（混声）
主催：国鉄大阪合唱団号笛

※楽譜は、「2024日本のうたごえ祭典合唱曲集」
(1,800円）に掲載、昴15回コン譜と異なる。(要注意)

荒木栄の歌と私 千秋昌弘
私が初めて荒木栄の音楽に出会ったのは１８才、大学１年

の時、先輩からすすめられて、日本のうたごえ祭典に東京に

行った時でした。日本武道館で「不知火」が上演されました。

６０年安保のすぐ後だったと思います。地底の歌の中、担架

で運ばれる炭鉱労働者の姿は、今も瞼に浮かびます。

高校時代の私は、戦後の厳しい時代に６人の兄弟を母子

家庭の中、育ててくれた母と、父親代わりに兄弟を支援し、

私を大学まで行かせてくれた兄に応えるため、財政的にどう

しても公立の大学へと、他人を蹴落としてでも入学をと、灰

色の人生を送っていました。その私に、みんな仲間だと、暖

かく、そして力強く肩を組み、腕を組み、心の底から歌う「う

たごえ」に初めて接し、私の人生観も変わりました。

以来私は、働く者の立場で、社会を共に変えようという仲

間愛で多くの人に接することが出来るようになりました。

特に荒木栄の歌は私の心にぴったり合い、心を込めて歌っ

てきました。「わが母の歌」「星よお前は」は持ち歌としてソロ

コンサートで歌ってきました。「地底のうた」もソロを歌わせて

いただいてまいりました。若いころは「荒木栄」のレコードを

買って心弾ませ聴き、歌ってきました。今も荒木栄の歌は、

背筋を伸ばし、心を仲間愛で溢れさせてくれています。

事務局長の立川さんが、うたごえ新聞に、6/26の
「ふれあいコンサート」のことを投稿しました。掲載
される前に、昴ニュースで紹介します。


